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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
彼
氏
の
た
め
な
ら
［
私
］

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
３
７
０
Ｔ

【
作
者
名
】

　
も
も
た
ろ
す

【
あ
ら
す
じ
】

　
今
ま
で
、
順
調
に
続
い
て
い
た
優
子
と
隼
人
。

優
子
は
隼
人
と
の
違
和
感
に
気
付
き
・
・
・

辛
い
け
ど
、

純
粋
な
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
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彼
氏
の
た
め
な
ら
［
私
］

私
、
峰
岸
　
優
子
は
１
６
歳
高
校
１
年
生
成
績
も
運
動
神
経
も
全
て
普
通
の

地
味
な
女
子
高
生
だ
。

で
も
、
周
り
か
ら
は
ど
う
見
え
て
る
か
分
か
ら
な
い
が
、

今
の
私
は
、

幸
せ
で
し
ょ
う
が
な
い
な
ん
て
言
っ
た
っ
て
、

彼
氏
が
い
る
か
ら
だ
。

高
校
２
年
生
の
河
原
　
隼
人
と
い
う
男
子
だ
。

部
活
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
い
る
。

先
輩
の
部
活
が
無
い
日
は
放
課
後
デ
ー
ト
。

［
こ
ん
な
に
幸
せ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
］

と
思
っ
て
い
た
・
・
・

だ
が
、
あ
る
日
の
こ
と

私
が
、

「
明
日
は
部
活
休
み
だ
っ
た
よ
ね
？
」

「
あ
ぁ
・
・
・
」

ア
レ
？
な
ん
か
、
違
和
感
が
・
・
・

「
放
課
後
ど
こ
行
く
？
」

「
・
・
・
」

「
先
輩
？
」

「
！
あ
・
・
・
あ
ぁ
・
・
・
」

「
疲
れ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
あ
は
は
」

「
・
・
・
」

「
で
！
明
日
ど
う
す
る
？
」

「
ち
ょ
っ
と
し
ん
ど
い
か
ら
、
メ
ー
ル
で
決
め
よ
う
・
・
・
」

「
う
ん
・
・
・
」
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「
じ
ゃ
あ
、
ば
い
ば
い
」

「
う
ん
！
」

な
ん
か
、
お
か
し
く
な
か
っ
た
？

雰
囲
気
が
一
瞬
に
し
て
冷
え
た
っ
て
い
う
か
・
・
・

よ
く
考
え
れ
ば
、

告
白
し
た
の
も
私
だ
し
・
・
・

先
輩
は
優
し
い
か
ら
・
・
・

携
帯
が
震
え
た

「
わ
！
メ
ー
ル
だ
！
！
」

《
ご
め
ん
。
や
っ
ぱ
り
明
日
、
無
理
だ
。
》

え
・
・
・

も
し
か
し
て
浮
気
？

な
訳
な
い
よ
ね
！
！
！
あ
は
は
・
・
・

「
ア
レ
？
」

［
一
気
に
ど
し
ゃ
降
り
の
雨
の
よ
う
に
優
子
の
目
か
ら
は
涙
が
零
れ
て
い
っ
た
］
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彼
氏
の
た
め
な
ら
［
私
］
２

そ
う
い
え
ば
．
．
．

先
輩
の
噂
を
聞
い
た
よ
う
な
．
．
．

［
！
！
！
！
！
］

よ
く

〔
前
に
女
の
子
と
手
を
つ
な
い
で
歩
い
て
た
〕

っ
て
い
う
噂
を
聞
い
た
よ
う
な
．
．
．

一
応
メ
ー
ル
し
て
み
よ
う

《
今
日
は
何
し
て
た
の
？
＾
＾
》

．
．
．

返
事
が
こ
な
い
。

ど
お
し
て
？

私
、
な
ん
か
し
た
っ
け
？

付
き
合
い
始
め
た
頃
、

ど
ん
な
噂
を
聞
い
て
も
、

全
く
耳
に
留
め
る
事
が
な
か
っ
た
。

先
輩
も
私
が
好
き
だ
か
ら
付
き
合
っ
て
く
れ
た
ん
だ
よ
ね
？
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ま
た
優
子
の
目
に
は
大
粒
の
涙
が
零
れ
た
。

そ
れ
で
も
優
子
は

［
付
き
合
わ
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
］

な
ん
て
、
一
度
も
思
わ
な
か
っ
た
。

好
き
だ
か
ら
こ
そ
本
当
の
事
を
知
り
た
い
。

そ
の
と
き

携
帯
が
震
え
た

！《
あ
ぁ
、
今
日
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
メ
ン
バ
ー
で
遊
ん
で
た
わ
。
》

直
ぐ
に
返
事
を
打
ち
出
す

《
そ
っ
か
ぁ
！
お
疲
れ
様
～
》

今
の
時
刻
は
午
前
１
時
を
廻
っ
て
い
た
。

１
０
分
後
に

《
疲
れ
た
か
ら
寝
る
。
お
や
す
み
》

《
お
や
す
み
な
さ
い
＾
＾
》

ま
た
、

噂
の
事
な
ど
頭
に
な
か
っ
た
．
．
．

今
日
は
日
曜
日
、

一
人
で
本
屋
に
行
っ
た
私
。
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［
ア
レ
？
］

目
の
先
に
は
先
輩
と
見
知
ら
ぬ
女
性
。

腕
組
ん
で
る
．
．
．

あ
．
．
．
あ
は
は
．
．
．

う
う
う

私
は
耐
え
切
れ
な
く
な
っ
て

そ
の
場
に
座
り
込
ん
だ
。

一
粒
一
粒
の
涙
を
自
分
の
手
で
拭
っ
た
。
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彼
氏
の
た
め
な
ら
［
私
］
３

「
大
丈
夫
？
」

声
を
掛
け
ら
れ

上
を
向
い
た
・
・
・

［
誰
だ
っ
け
・
・
・
］

！サ
ッ
カ
ー
部
の
人
だ
！

「
隼
人
の
彼
女
さ
ん
だ
よ
ね
？
話
聞
こ
う
か
？
」

「
大
丈
夫
で
す
。
」

「
な
ん
か
相
談
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
連
絡
し
て
」

彼
は
メ
モ
に
番
号
を
書
い
て
私
に
預
け
た
・
・
・

「
じ
ゃ
あ
！
」

不
意
に
手
を
振
り
そ
う
に
な
っ
た

ど
お
し
て
私
が
手
を
振
る
だ
け
の
こ
と
を

拒
む
の
か
・
・
・

そ
れ
は
、
彼
氏
と
い
う
人
が
い
な
が
ら
、

他
の
男
の
人
と
か
か
わ
る
の
が
、

少
し
気
が
引
け
る
の
だ
・
・
・

帰
宅
し
、
真
っ
先
に
携
帯
を
開
い
た
。
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〔
新
着
メ
ー
ル
１
件
〕

！恐
る
恐
る
メ
ー
ル
を
開
く
。

先
輩
だ
・
・
・

《
明
日
、
放
課
後
話
が
あ
り
ま
す
。
会
え
ま
す
か
？
》

《
は
い
。
ど
こ
で
待
ち
合
わ
せ
に
し
ま
す
か
？
》

い
つ
も
な
ら
、
遅
れ
て
返
事
が
来
る
。

で
も
、
今
回
ば
か
り
は
違
っ
た
・
・
・

す
ぐ
に
返
事
が
来
る
。

《
５
：
３
０
に
Ｇ
ビ
ル
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
。
》

《
分
か
り
ま
し
た
。
》

い
つ
も
通
り
、

朝
、
起
き
て
用
意
を
す
ぐ
に
済
ま
せ
た
。

学
校
が
終
わ
り
一
人
Ｇ
ビ
ル
に
向
か
っ
て
い
た
・
・
・

先
輩
が
先
に
着
い
て
い
た
・
・
・

「
・
・
・
・
・
・
よ
っ
・
・
・
！
」

私
は
一
礼
す
る
。
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

沈
黙
の
中
、
私
は
重
い
口
を
開
い
た
。

「
話
っ
て
何
で
す
か
？
」

「
・
・
・
」

「
も
し
か
し
て
、
私
の
事
嫌
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
？
あ
は
は
・
・
・
」

「
嫌
い
に
な
る
訳
な
ん
て
な
い
！
！
」

「
じ
ゃ
あ
・
・
・
」

「
・
・
・
え
？
」

「
じ
ゃ
あ
何
で
あ
の
女
と
腕
組
ん
で
た
の
よ
ぉ
・
・
・
う
う
う
」

「
っ
つ
！
ア
レ
は
違
う
！
」

「
何
が
違
う
の
よ
お
・
・
・
。
も
う
辛
い
よ
・
・
・
」

「
ご
め
ん
な
・
・
・
。
辛
い
想
い
ば
っ
か
さ
せ
て
本
当
に
ご
め
ん
な
・
・
・
」

ど
お
し
て
謝
る
の
？

「
何
で
・
・
・
」

「
え
？
」

「
な
ん
で
謝
る
の
お
・
・
・
う
う
う
」

頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
っ
た
―
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え
・
・
・

気
付
い
た
ら
自
分
の
家
の
ベ
ッ
ド
の
上
だ
っ
た
・
・
・

・
・
・

置
手
紙
・
・
・

《
話
は
ま
た
今
度
に
し
よ
う
。
ゆ
っ
く
り
休
め
よ
。
》

ど
お
し
て
優
し
く
す
る
の
？

！
！

携
帯
が
震
え
た
・
・
・

［
知
ら
な
い
番
号
・
・
・
］

ピ
ッ
―

「
も
し
も
し
・
・
・
」



11

彼
氏
の
た
め
な
ら
［
私
］
最
終
話

「
・
・
・
も
し
も
し
・
・
・
」

「
あ
！
出
た
！
」

「
？
」

「
隼
人
の
彼
女
さ
ん
だ
よ
ね
！
」

「
は
ぁ
・
・
・
」

「
・
・
・
！
隼
人
が
優
子
ち
ゃ
ん
の
家
ま
で
優
子
ち
ゃ
ん
を
運
ん
で
い
っ
た
帰

り
、
車
に
は
ね
ら
れ
た
・
・
・
」

「
っ
つ
！
ど
こ
の
病
院
で
す
か
！
」

「
Ｄ
総
合
病
院
！
行
っ
て
あ
げ
て
！
命
に
別
状
は
な
い
か
ら
！
」

「
・
・
・
は
い
！
」

今
の
服
の
上
に
パ
ー
カ
を
羽
織
り
真
っ
先
に
駆
け
出
し
た
！

Ｄ
総
合
病
院
に
着
い
た
・
・
・

「
河
原
　
隼
人
の
関
係
者
で
す
け
ど
！
」

「
河
原
様
な
ら
、
１
０
２
号
室
に
お
り
ま
す
が
ど
う
い
う
御
関
係
で
？
」

「
彼
氏
！
私
の
彼
氏
！
」

「
ほ
ら
コ
レ
！
プ
リ
ク
ラ
！
」

「
と
言
わ
れ
ま
し
て
も
・
・
・
。
ご
家
族
の
方
し
か
入
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
・
・
・
」

「
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

「
医
院
長
！
」

私
は
ハ
ッ
と
し
た
・
・
・

「
！
」

「
峰
岸
優
子
さ
ん
・
・
・
龍
二
か
ら
聞
い
て
お
る
・
・
・
。
」



12

［
龍
二
？
だ
れ
そ
れ
・
・
・
］

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

２
階
に
い
る
み
た
い
だ
・
・
・

「
先
輩
！
」

「
あ
ぁ
・
・
・
優
子
か
・
・
・
」

初
め
て
名
前
を
呼
ば
れ
た
・
・
・

「
優
子
に
辛
い
想
い
を
さ
せ
て
た
か
ら
、
バ
チ
が
あ
た
っ
た
ん
だ
な
。
あ
は
は
」

「
そ
ん
な
・
・
・
」

「
え
？
」

「
そ
ん
な
事
な
い
！
」

「
今
日
・
・
・
お
前
・
・
誕
生
日
だ
ろ
？
だ
か
ら
、
放
課
後
、
誘
っ
た
ん
だ
よ
・

・
・
」

て
っ
き
り
忘
れ
て
た
・
・
・

「
３
週
間
で
完
治
す
る
っ
て
！
」

「
遅
く
な
る
け
ど
、
そ
の
と
き
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
渡
す
よ
・
・
・
な
？
」

「
う
う
う
・
・
・
」

「
俺
、
ま
た
な
ん
か
、
し
た
？
」

違
う
・
・
・
違
う
・
・
・
・
！

「
・
・
・
が
う
・
・
・
」

「
え
？
」

「
違
う
！
」

「
よ
か
っ
た
・
・
・
」

先
輩
は
私
を
抱
き
し
め
た
・
・
・

「
で
、
ど
こ
怪
我
し
た
の
？
」
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「
あ
ぁ
・
・
・
。
腰
・
・
・
」

「
ぷ
っ
・
・
・
あ
は
は
は
は
は
！
お
腹
痛
い
！
」

「
お
前
ー
！
あ
は
は
」

「
３
週
間
な
ん
て
あ
っ
と
い
う
間
だ
よ
！
」

「
だ
な
！
」

「
あ
・
・
・
あ
の
さ
あ
・
・
・
」

「
ん
？
」

「
先
輩
の
お
友
達
で
龍
二
っ
て
人
い
る
？
」

「
あ
ぁ
・
・
・
い
る
よ
！
黒
髪
で
、
背
高
い
。
」

「
な
ん
で
？
」

「
私
が
こ
の
病
室
に
入
れ
た
の
・
・
・
龍
二
っ
て
人
の
お
か
げ
な
の
・
・
・
」

「
龍
二
い
い
奴
な
！
」

「
ね
ー
！
お
礼
言
わ
な
い
と
！
あ
！
毎
日
来
る
か
ら
！
」

「
お
う
！
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
は
・
・
・
や
と
・
・
・
と
か
呼
ん
で
み
た
り
し
て
。

え
へ
へ
」

「
も
う
！
可
愛
す
ぎ
！
」

ク
リ
ス
マ
ス
も
誕
生
日
も
ず
ー
っ
と
２
人
で
い
よ
う
ね
―
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彼
氏
の
た
め
な
ら
［
私
］
最
終
話
（
後
書
き
）

こ
れ
で
、
完
結
で
す
＊
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

彼氏のためなら[私]
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